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図3 NaBraq/CTAB伽 tanol/decane系において､NaBr濃度､ブタノール/チ
カン比を変化させたときの体積分率の変化｡ただし､温度25℃､活性剤濃度
4%､NaBraq/(butanol+decane)≡1/1(wt/wt)0
ブタノール/デカン比を増加させて､同じ実験を行うと､3相領域を示す塩濃度の範
囲は狭くなり､塩濃度約0.5%､ブタノール/デカン比が34.5-35/65.5-65付近で､3
相領域は消滅する｡このときの3相は三つとも青く光を散乱する現象が観察される｡も
ちろん､3重臨界点は塩水/ (ブタノール+デカン)重量比が1のところに存在する保証
はない.しかし､3相領域が3重臨界点に向からて縮小するとき､水一油軸方向 (図2
のⅩ軸方向)の縮小より､他の方向での縮小が先に起きることが理論的に明らかにされて
いる｡ 16) したがって､上記の組成は3重臨界点に極めて近いと考えられる｡
3重臨界点よりブタノ･-ル/デカン比が多いときの相変化を図3(b)に示す｡塩濃度
が増加するにしたがい､下相 (ミセル水溶液相)の体積が増加する｡これは前と同様にミ
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セルが巨大化し､油の可溶化量が増していることを示している｡それと共に抽相 (上相)
も無色透明の状態から青く光を散乱するようになり､抽相中にも逆ミセルが存在すると
考えられる｡3相領域は出現せず､可溶化量が極大に達すると､急速に相容積比が転換
し､油相に水が多量に可溶化される｡ただし､このとき､下相も青く光を散乱し､水相
中にミセルが依然として残っていることが観測される｡もちろん､より塩高濃度側では
逆ミセル抽溶液相と界面活性剤が単分散で溶けている過剰の水相の共存系になる｡
以上の事実から､3重臨界点近傍の界面活性剤の相挙動としては次のことが考えられ
る03重臨界点よりブタノール/デカン比が低い条件では､cTABとブタノールの界面活
性剤分子層中での相溶性がよく､混合膜からなるミセル､逆ミセル､bi0n血 uousMEを
形成する｡塩濃度増加と共に､ミセルは限りなく巨大化し､bicon血uousMEとして､水
から分離し､過剰の紬相と共に3相領域を形成する｡さらに高塩濃度ではbicontinuousME
への油の可溶化量が増大し､連続的に逆ミセルへと転移する｡一方､3重臨界点よりブ
タノール/デカン比が高い条件では､cTABとブタノール分子の相溶性が悪く､両者が分
離傾向にあると考えられる｡したがって､塩濃度増加と共にミセルの会合数は増してい
くが､同時にブタノールを多く含む逆ミセルが抽相中に形成される｡水相中のミセルが
極大化する組成で､抽相中での逆ミセルの極大化も起きる｡さらに高塩濃度では､水相
中のミセルは減少していき､抽相中での逆ミセルが増加していると考えられる｡つまり､
3重臨界点はbicontinuousMEがミセル-逆ミセルと分離する点と考えられる｡
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